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上井手区自主防災訓上井手区自主防災訓練練

　９月６日（日）、上井手区公民館で上井手区自主防災訓練が開催されました。

　訓練は、平成１９年の同区自主防災組織発足以来、毎年行っている事業で、区民１０８人と消防団員１５人をはじめ、

京田辺市消防署井手分署の職員らが参加しました。

　訓練では、避難訓練やバケツリレー体験などが行われたほか、救急用具の使用方法、消火器による初期消火方法、

応急手当やＡＥＤ（自動体外式除細動器）、炊き出しなどの訓練や講習が行われました。



2009-10 広報いで ２

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

　
９
月
　
日
（
金
）、
急
激
な
感
染

１１

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
や
、
発
熱

な
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
の
対
処

方
法
な
ど
を
周
知
す
る
た
め
の
街

頭
啓
発
が
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
と
山
城
多

賀
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
街
頭
啓
発
に
は
井
手
町
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
（
本
部

長
＝
汐
見
明
男
井
手
町
長
）・
井
手

町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
古

川
好
男
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
約
　３０

人
が
参
加
し
、
通
勤
・
通
学
客
に

マ
ス
ク
入
り
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

マスク入りちらしを手渡す汐見町長

会
長
　
大
西
勝
治
区
長
会
長
）
が

行
わ
れ
、
汐
見
町
長
を
は
じ
め
、

町
内
　
区
、
商
工
会
、
各
種
団
体

１２

ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
道
端
や
草
む
ら

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
空
き
缶
や
た

ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、

可
燃
ゴ
ミ
や
不
燃
ゴ
ミ
合
計
約
１

ト
ン
あ
り
ま
し
た
。　
　

　
小
屋
は
間
伐
材
の
伐
採
後
、
１

年
近
く
乾
燥
さ
せ
た
あ
と
、
町
内

で
工
務
店
を
営
む
横
田
春
雄
さ
ん

の
協
力
を
得
な
が
ら
製
作
し
た
も

の
で
す
。

　
小
屋
は
３
歳
児
に
よ
っ
て
「
み

ん
な
の
お
う
ち
」と
名
付
け
ら
れ
、

園
児
た
ち
は
早
速
完
成
し
た
小
屋

の
中
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
素
敵
な
お
う
ち

を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

み
ん
な
で
仲
良
く
使
い
ま
す
。」と

お
礼
を
言
っ
た
あ
と
、
お
返
し
に

同
会
の
メ
ン
バ
ー
に
首
飾
り
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。　

出来上がった小屋に入る園児ら

　
９
月
６
日
（
日
）、
町
内
全
域
の

ご
み
を
一
掃
し
よ
う
と
、
井
手
町

美
化
運
動
２
０
０
９
（
井
手
町
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
＝

ゴミを集める参加者

　
橘
諸
兄
文
学
賞
実
行
委
員
会

（
小
川
幸
一
会
長
）
は
、
９
月
４
日

（
金
）、
橘
諸
兄
文
学
賞
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
奈
良
時
代
に
左
大
臣

の
地
位
に
あ
っ
た
橘
諸
兄
が
井
手

町
を
本
拠
地
と
し
て
活
躍
し
た
こ

と
や
万
葉
集
編
纂
の
最
高
責
任
者

と
し
て
自
ら
も
８
首
の
和
歌
を
残

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
賞
名

に
ふ
さ
わ
し
い
と
名
付
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
作
品
の
募
集
は
、
４
月
の
桜
ま

つ
り
か
ら
約
１
か
月
間
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
短
歌
１
２
０
点
、
俳

句
１
７
３
点
、
川
柳
　
点
の
合
計

３７

３
３
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
　
選
定
に
あ
た
っ
て
は
立
命
館
大

学
の
上
田
博
名
誉
教
授
、
同
志
社

女
子
大
学
の
安
森
敏
隆
教
授
に
依

頼
し
、
入
選
者
を
厳
選
し
ま
し

た
。
　
受
賞
者
に
は
、
自
分
の
歌
が
刻

ま
れ
た
盾
と
郷
土
産
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

煙
受
賞
作
品
（
敬
称
略
）

◆
俳
句
の
部
（
５
点
）

花
や
良
し
　
歴
史
ひ
も
解
く

井
手
の
里
　

　
９
月
７
日
（
月
）、
敬
老
の
日
を

前
に
、
今
年
度
で
満
１
０
０
歳
を

迎
え
る
町
内
の
お
年
寄
り
を
汐
見

町
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
の
賞
状

と
記
念
の
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
長
寿
の
お

祝
い
を
お
受
け
に
な
ら
れ
た
の

は
、
大
 
菊
栄
さ
ん
（
多
賀
）
と
、

　
９
月
　
日
（
月
）、
い
づ
み
保
育

１４

園
園
庭
の
一
角
に
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス

風
の
小
屋
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
小
屋
は
町
内
の
自
然
環
境
の
保

全
と
活
用
に
取
組
ん
で
い
る
井
手

町
豊
か
な
緑
と
清
流
を
守
る
協
議

会
（
中
坊
睦
会
長
）
が
、
大
正
池

周
辺
の
山
林
か
ら
切
り
出
し
た
間

伐
材
を
利
用
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
高
さ
約
２
・
１
㍍
、
幅
約

１
・
４
㍍
、
奥
行
き
約
１
・
７
㍍

の
大
き
さ
。

汐見町長から記念品を受け取る大 さん

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

街
頭
啓
発

い
づ
み
保
育
園
に
ロ
グ
ハ

ウ
ス
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

美
化
運
動
２
０
０
９

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

「
橘
諸
兄
文
学
賞
」

受
賞
作
品
決
ま
る

山
川
静
子
さ
ん
（
井
手
）
の
お
二

人
で
す
。　
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宮
本
操
（
井
手
町
）

▽
橘
諸
兄
や
小
野
小
町
を
は
じ
め

と
す
る
歴
史
に
彩
ら
れ
た
井
手
の

里
を
花
に
託
し
て
妙
。

夏
帽
子
　
ぬ
い
で
一
礼

小
町
塚

 

倉
森
信
吉
（
枚
方
市
）

▽
「
夏
帽
子
ぬ
い
で
」
が
、
何
と

も
よ
い
。
小
町
塚
に
一
礼
す
る
真

摯
な
姿
が
髣
髴
す
る
。

手
を
合
わ
せ
　
桜
見
あ
げ
る

車
椅
子

 

古
野
由
美
子
（
京
田
辺
市
）

▽
「
車
椅
子
」
に
乗
ら
れ
て
桜
を

見
に
行
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初

句
に
心
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

う
つ
ろ
ふ
も
　
花
の
さ
だ
め
や

小
町
塚
　
　
　
　
　
　

 

岩
佐
弘
一
（
京
田
辺
市
）

▽
小
町
の
「
花
の
色
は
う
つ
り
に

　
９
月
６
日
（
日
）、
新
四
郎
山
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
２
回
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、

　
人
の
参
加
者
が
プ
レ
ー
を
楽
し

６４

盾と郷土産品が授与されました

競技の様子

け
り
な
」
の
名
歌
を
背
景
に
、
さ

ら
に
深
め
て
う
た
っ
て
妙
。

桜
道
　
い
つ
し
か
世
を
ば

忘
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　

 

平
石
孝
美
（
城
陽
市
）

▽
爛
漫
の
「
桜
道
」
を
歩
き
な
が

ら
い
つ
し
か
こ
の
世
の
憂
い
さ
も

消
え
去
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

◆
短
歌
の
部
（
三
点
）　

喜
寿
過
ぎ
て
　
そ
ぞ
ろ
歩
き
て
　

玉
川
の
　
櫻
め
で
い
る
　
今
日
の

幸
せ
 

植
田
律
子
（
井
手
町
）

▽
「
玉
川
の
桜
」
が
喜
寿
を
こ
と

ほ
ぎ
、「
今
日
の
幸
せ
」
を
も
祝
福

し
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

桜
花
　
愛
で
つ
ゝ
歩
む
　
古
希
の

年
　
永
久
に
健
気
と
夫
と
祈
り
し

 

下
西
弥
栄
（
宇
治
市
）

▽
古
希
稀
な
り
の
古
希
を
祝
福
す

る
に
「
永
久
」
と
「
健
気
」
と

「
祈
り
」
が
よ
く
効
い
て
い
る
。

井
手
の
里
　
往
き
交
う
人
に
　
色

め
き
て
　
桜
も
ひ
と
も
み
な
　
美

し
き
 

井
手
勝
利
（
東
京
都
）

▽
「
色
め
き
」
は
活
気
づ
き
、
ぐ

ら
い
の
意
だ
ろ
う
。「
桜
も
ひ
と
も

み
な
美
し
き
」
が
効
い
て

い
る
。

◆
川
柳
の
部
（
一
点
）

桜
散
る
　
い
つ
も
遅
れ
る

我
が
人
生
　

 

木
下
晴
夫
（
城
陽
市
）

▽
「
桜
」
の
は
や
く
散
る
姿
に
、

い
つ
も
遅
れ
る
わ
が
「
人
生
」
を

組
み
合
わ
せ
て
う
た
っ
て
妙
。

み
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
三
木
み
ち
子
さ
ん

準
優
勝
　
大
西
健
次
さ
ん

３
　
位
　
横
田
勝
夫
さ
ん

　
９
月
　
日
（
水
）、
万
灯
呂
山

２３

で
、
全
長
３
０
０
０
ｍ
そ
う
め
ん

流
し
の
挑
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
め
ん
流
し
は
、
府
南
部
の

　
歳
代
の
若
者
ら
が
結
成
し
た
京

２０都
た
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
上
田
悠

貴
代
表
）
が
多
く
の
人
に
放
置
竹

林
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
企
画
し
た
取
り
組
み
で
、
町
内

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
井

手
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
奥
田
武

彦
理
事
長
）
を
は
じ
め
、
地
元
や

近
隣
地
域
の
若
者
や
学
生
ら
、
約

２
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
が
参
加
し
、
竹
の
切
り
出
し

や
加
工
な
ど
の
準
備
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
当
日
に
は
、
全
長
３
０
２
０
ｍ

に
及
ぶ
水
路
が
完
成
し
ま
し
た

が
、
流
し
た
そ
う
め
ん
は
１
０
３

２
ｍ
で
ス
ト
ッ
プ
し
、
世
界
記
録

の
２
３
４
５
ｍ
に
は
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
。
上
田
代
表
は
、「
記
録
を

更
新
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

す
が
、
放
置
竹
林
問
題
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

山頂からそうめんを流す汐見町長

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月
　
日
（
月
）
か
ら
　
日
（
水
）

２１

３０

ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
井
手
町
で
は
、
９
月
　
日
（
金
）

１８

と
　
日
（
水
）
の
早
朝
、
町
交
通

３０
対
策
協
議
会
の
委
員
や
町
議
会
議

員
、
区
長
、
田
辺
警
察
署
員
ら
約

　
人
が
町
内
　
ヵ
所
に
分
か
れ
交

７０

１２

通
安
全
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
と
山
城
多
賀
駅
で

は
マ
ス
ク
な
ど
の
啓
発
用
品
を
配

布
し
、
交
通
安
全
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。　

交通安全指導の様子

３
０
０
０
ｍ
そ
う
め
ん
流

し
に
挑
戦

第
２
回

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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　女性特有のがん検診の受診を促進するとともに、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図ることを目的

として国の方針に基づき、全国一律の基準で「女性特有のがん検診推進事業」を実施しています。下記の対象者には

無料クーポン券・検診手帳をお送りしています。　

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

女性特有のがん検診推進事業

子宮頸がん検診　平成21年9月1日から平成22年2月27日まで

乳がん検診　　　平成21年9月1日から平成22年3月31日まで

＊子宮がん検診・乳がん検診ともに事前予約はお早めにお願いいたします。

－女性特有のがん検診に関するお問い合わせ－　

　井手町立保健センターTEL／FAX  0774-82-3385

対　象　者

　平成21年6月30日現在、井手町に住民登録をされている女性で、平成21年4月1日の時点で次の表の年齢に達

している方が対象です。

生年月日年　齢
 昭和63年（1988年）4月2日から平成元年　（1989年）4月1日まで

 昭和58年（1983年）4月2日から昭和59年（1984年）4月1日まで

 昭和53年（1978年）4月2日から昭和54年（1979年）4月1日まで

 昭和48年（1973年）4月2日から昭和49年（1974年）4月1日まで

 昭和43年（1968年）4月2日から昭和44年（1969年）4月1日まで

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

生年月日年　齢
 昭和43年（1968年）4月2日から昭和44年（1969年）4月1日まで

 昭和38年（1963年）4月2日から昭和39年（1964年）4月1日まで

 昭和33年（1958年）4月2日から昭和34年（1959年）4月1日まで

 昭和28年（1953年）4月2日から昭和29年（1954年）4月1日まで

 昭和23年（1948年）4月2日から昭和24年（1949年）4月1日まで 

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

子宮頸がん検診

 乳がん検診

無料クーポン券の有効期間

　
井
手
町
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
小

２０

中
学
校
の
各
教
室
へ
の
空
調
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
に
は
、
井
手
・
多
賀
両

２０

小
学
校
の
５
・
６
年
生
と
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
の
３
年
生
の
教
室
を
中
心
に
計
　１５

室
　
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

３０
　
平
成
　
年
度
に
は
、
残
る
小
学
４
年

２１

生
以
下
と
中
学
２
年
生
以
下
の
教
室
を

は
じ
め
、
各
校
の
学
校
図
書
館
な
ど
　２５

室
に
計
　
台
を
設
置
し
、
町
内
す
べ
て

４５

の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
完

了
し
ま
し
た
。

新しく整備されたエアコンの風にあたる多賀小学校の児童ら

町
内
全
て
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
完
備
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目
の
健
康（
ア
イ
ヘ
ル
ス
）診
査

　
糖
尿
病
網
膜
症
と
緑
内
障
は
、

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
、

失
明
に
つ
な
が
り
ま
す
。
早
期
発

見
と
適
切
な
治
療
が
失
明
の
危
険

か
ら
あ
な
た
を
ま
も
り
ま
す
。　５０

歳
を
過
ぎ
た
ら
、
目
の
健
康
の
た

め
に
定
期
的
に
眼
科
で
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
、
目
の
健
康
に
つ
い
て

の
健
診
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】町
内
に
住
所
を
有
す
る
　５０

歳
以
上
の
方

【
日
時
】　
月
　
日
（
水
）
午
後

１０

２８

１
時
～
３
時
半

【
場
所
】
井
手
町
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
方
法
】電
話
に
よ
る
申
し
込

み
を
受
付
い
た
し
ま
す
。
た
だ

し
、
先
着
　
名
に
て
締
切
り
と
さ

６０

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
予
約
受
付
日
時
】　
月
　
日（
水
）

１０

２１

よ
り
（
午
前
　
時
半
～
正
午
、
午

１０

後
１
時
半
～
４
時
半
）

【
予
約
受
付
電
話
番
号
】綴
喜
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
℡
　
‐
０
１
７

６２

７
）

【
費
用
】
無
料

【
主
催
】綴
喜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

【
後
援
】
井
手
町
・
田
辺
中
央
病

院

子育て支援センターからのお知らせ
　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ:0774－82－2232】

★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。

★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

10・11月の事業　時間：午前10時～

難
病
講
演
会
の
実
施
に
つ
い
て

【
日
時
】　
月
８
日
（
日
）

１１

午
後
１
時
半
～
４
時
半

【
場
所
】京
都
府
山
城
広
域
振
興
局

大
会
議
室
（
宇
治
市
）

【
主
催
】
京
都
府
山
城
北
保
健
所
、

宇
治
難
病
患
者
連
絡
会
　
 

【
対
象
者
】
後
縦
靱
帯
骨
化
症
、
脊

柱
管
狭
窄
症
の
患
者
及
び
家
族

【
内
容
】専
門
医
に
よ
る
講
演
と
患

者
家
族
交
流
会

【
定
員
】
先
着
　
名
３０

【
費
用
】
無
料
　

【
申
込
先
】　
月
　
日
（
木
）
か

１０

１５

ら
受
け
付
け
ま
す
。
京
都
府
山
城

北
保
健
所
保
健
室
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
℡
　
‐
２
９
１
１
）

２１

難
病
相
談（
膠
原
病
）に
つ
い
て

【
日
時
】　
月
　
日
（
水
）
午
後

１０

２８

１
時
～
３
時
半
（
受
付
）

【
場
所
】京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
（
京
田
辺
市
） 

【
対
象
者
】膠
原
病
及
び
そ
の
疑
い

が
あ
る
方
や
そ
の
家
族
　
　
　
　

【
内
容
】専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談

と
指
導
・
助
言
　
　
　
　
　
　
　

【
定
員
】６
名
　
　
　
　
　
　
　
　

【
申
込
方
法
】　
月
８
日
（
木
）

１０

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
℡
　
‐
５
７
４
５
）

６３

土金木水火月日
17161514131210/11

さんさん会（ＯＰ）
リトミック

（支援センター）

さんさん会
（ふれあいセンター）

多賀保育園園庭開放日
竹の子ひろば

休日

24232221201918
さんさん会
（玉泉苑）

 よちよち広場
親子ヨガ教室

（支援センター）

 いづみ保育園園庭開放日
竹の子ひろば

 おでかけ広場
（人権交流センター）
井手地区（中止）

31302928272625

玉川保育園園庭開放日
ぴよぴよ広場
親子ヨガ教室

（支援センター）

竹の子ひろば おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

76543211/1
さんさん会

（支援センター）休日

141312111098

わらびー
(支援センター)

とことこ広場
小麦粉粘土で遊ぼう
（支援センター）

多賀保育園園庭開放日
竹の子ひろば

さんさん会
（支援センター）

 子育てサークルの紹介活動
さんさん会：午前10時～12時（妊婦～3歳位の子どもとその保護者）
　　　　　　代表：乾（090‐3866‐2585）
竹の子ひろば：午前10時30分～12時（未就園児の子どもとその保護者）
　　　　　　 代表：巽（82‐2436）
ベジッ子クラブ：午前9時３０分～12時（食育に興味のある方）
　　　　　　代表：平間（090‐5367‐0397）
わらびー（わらべうたサークル）：妊婦さんから上限なし

　　　　　　代表：桔梗（080‐3113‐8637）
＊初めての方は、代表まで連絡をしてください。

★10月の広場、親子ヨガ教室では、ママアロマセラピストの指導を受
け、親子でヨガをしながら香りでリフレッシュしてみませんか。子育て
でストレスを溜めってしまっているママも、日頃の疲れが吹き飛び、か
らだも、気持ちも軽くなると幸せ感いっぱいになりますよ。
場　　　所　：　子育て支援センター
広場の時間　：　午前10時から12時まで
【10月23日（金）のぴよぴよ広場は、10月28日（水）に変更になりま
す。】
★11月の広場の小麦粉粘土で作った飾りは、12月のリース飾りに利用
します。
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2008年度 全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

　このコンテストは、法務省と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に人権について
の思いを作文に書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基本的人権についての理解を
深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的に開催されています。
　作品から伝わってくる、中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。　

「最期まで輝いて...」
　　　　　長野県・信州大学教育学部附属松本中学校３年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 野崎  華加 

のざき はなか

　仏壇に向かい静かに目を閉じると，優しく穏やかに微笑
む曾祖父母の笑顔が浮かぶ。
　曾祖母は，十年前にパーキンソン病を発病。身体の機能
は急速に衰え，食事も排泄も自分の力ではできなくなっ
た。四年後には，曾祖父が庭の雪かきで背骨を潰し歩くの
がやっとの状況になってしまい，認知症状も悪化していっ
た。家族で二人を介護する壮絶な闘いが始まった。
　十二月の寒い朝。起きてくると母と祖母が悲痛な顔で掃
除をしていた。家中が汚物のすさまじい臭いでむせ返るよ
うだった。トイレの壁，布団，カーテンに汚物が付着して
いる。夜中に曾祖父が排泄に失敗し，自分で何とかしよう
とパニックになったらしい。私はトイレに入れない。学校
まで我慢した。曾祖父は昔から頑固で人の言うことを聞こ
うとしない人だった。自分の体が思うように動かなくなっ
ても，排泄を介助する祖母に
「余計なことをするな！ 自分でできるであっちに行
け！！」
と怒鳴り，殴りかかろうとする。
食事を終えても，
「ご飯よこせー。ご飯よこせー。腐ったものでもいいから
下さーい」
と部屋の扉を叩いていた。外出して家に戻ると，台所の冷
蔵庫から食べ物を取り出し，わし掴みにしたまま倒れてい
ることも頻繁だった。やっとの思いで抱き起こし，怪我は
無かったか？ 気遣う家族に対しても，反省や感謝の気持
ちなど全く感じられない。私は，
「家族にこんなに迷惑をかけているのに，何でそのことに
気付かないのだろう」
と，いつも憤りを感じていた。
　「華ちゃん，お湯お願い…」
と私を呼ぶ祖母の叫び声がした。
何日か曾祖母のお腹の調子が悪く，おむつから溢れる汚物
で，下着から布団まで全てを汚してしまう大変な日が続い
ていた。
　扉を開けると祖母が号泣していた。数年も続いた介護の
生活に疲れ果て，心も体もボロボロになっていたのだと思
う。曾祖父が曾祖母の枕元で呟いた。
「お前はもう死なにゃいかん。皆が大変だで生きてちゃい
かん。おらも死なにゃいかんと思っとるが，なかなか死ね
ん」
曾祖母は涙を浮かべ，

「今も大便我慢できなんだだよ。わしはこれからご飯を食
べないようにするわ」
と絞り出すような声で答えた。二人が家族を気遣って言っ
た，心からの温かい言葉だった。
　自分が老いて変わり果ててゆく。自分で自分のことがで
きなくなってゆく恐怖。どんなに辛く悲しいことだったの
か？ 曾祖父の家族に嫌われる行動は，
「自分でやりたい。自分でできるんだ」
と私たちに訴えかけていたように思う。そして，二人を介
護し続けていた祖母の大変さを，私は分かっていなかっ
た。この日から，私はできるだけ介護を手伝い，曾祖父母
と話し，好きな歌を一緒に歌った。昔の歌は，二人の思い
出の宝石箱を静かに開いた。兄弟姉妹のこと，戦争のこ
と，輝いていた若かりし日の思い出は，昨日のことのよう
に湧き上がり，二人を元気にした。
「ありがとねー。面倒かけるねー」
「おじいちゃんは，いつも華ちゃんのこと拝んどる」
　二人の笑顔と，優しい言葉は何よりも私の力となり，が
んばる勇気を与えてくれた。
　二人の部屋を祖母と掃除していた時，曾祖父の枕の下
に，うす切れたシワシワの一枚の紙切れを見つけた。「安楽
死」と曾祖父の達筆な字で書かれていた。心臓が破裂する
ような衝撃だった。家族の大変さを思い，これ以上迷惑は
かけたくない，と自分の死を願っていたのだろうか。怒鳴
ることしか心の表現の仕方を知らなかったが，誰よりも家
族の幸せを祈り，大切に思ってくれていたのだ。祖母も私
も言葉が出なかった。ただ，涙が溢れた。
　曾祖父母は認知症で，今あったことはすぐに忘れてしま
ったが，若い頃の記憶だけは最期まで失うことはなかっ
た。それは「人の世話になるのではなく，元気で輝いた自
分でい続けたい。誰かの役に立っていたい」という心の表
れだったように思う。動けないから代わりに何でもしてあ
げよう，という考えは優しさでも思いやりでもない。一人
の人間として認めてあげること，伝えることのできない心
の声に耳を傾けることが，一番大切なのだと思う。
　自分が「死ぬ」ことで，家族を守り支えようとした曾祖
父の心の強さ，温かさ。人は人に支えられている。厳しい
時代を苦労や努力と向き合いながら精一杯生きてきてくれ
た。そのお蔭で今の私たちの幸せがあることを忘れずにい
たい。人は誰でも老いを迎える。体が動けなくなったとき
に，自分の夢や願いが叶う社会を築きたい。人としての誇
りと豊かさを持って，誰もが輝いた最期を迎えられるよう
に…。
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京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
所
長
　
和
田
　
行
雄

（
わ
だ
ゆ
き
お
）

乳
幼
児
を
持
つ
父
親
・
母
親
に
、
急
な
発
熱
な
ど

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
対
処
で
き
る
よ
う
な

知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
今
冬

の
大
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
の
予
防
知
識
や
対
処
法
な
ど
の
普
及
を

図
り
ま
す
。

【
申
込
先
】（
申
し
込
み
受
付
開
始
：
　
月
１
日

１０

（
木
）
か
ら
）

京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
企
画
調
整
室
（
℡
　
‐
２１

２
１
９
９
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

先
着
　
名
。

６０

【
保
育
ル
ー
ム
】

人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。　
月
　
日
（
水
）
ま

１０

２１

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
生
後
６
ヶ
月
以
上

の
お
子
さ
ま
が
対
象
で
す
。）

山
背
古
道
と
こ
と
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時
／
　
月
８
日
（
日
）【
雨
天
決
行
】
午
前
９
時

１１

受
付
開
始
、
午
前
９
時
半
ス
タ
ー
ト

＊
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

集
合
／
Ｊ
Ｒ
城
陽
駅
東
側
、
ま
た
は
木
津
川
市
役

所
玄
関
前

コ
ー
ス
／
木
津
～
城
陽
の
約
　
キ
ロ
（
自
分
に
あ

２３

っ
た
距
離
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
）

持
ち
物
／
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
／
山
背
古
道
推
進
協
議
会
事
務
局

（
℡
　
‐
４
０
１
９
）

５６

ス

ポ

ー

ツ

【
秋
季
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１０

２５

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

　
月
　
日
（
土
）
～
　
月
８
日
（
日
）

１０

２４

１１

利
用
者
に
よ
る
「
い
ち
お
し
本
」
の
投
票
（
　
日
２０

ま
で
）
を
行
い
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
発
表
と
本
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館
（
℡
　
‐
８２

５
７
０
０
）
ま
で

 暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

『
予
約
不
要
、
無
料
相
談
、
秘
密
厳
守
』

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

２６

◎
「
行
政
相
談
」
を
広
く
国
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
は
、　
月
　
日
（
月
）

１０

１９

か
ら
　
日
（
日
）
ま
で
の
１
週
間
を
全
国
一
斉
の

２５

行
政
相
談
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員

が
困
り
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
、
地
域
の
皆
様
の

声
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
皆
様
の
相
談
相
手
と
し
て
道
路
、
河
川
、
郵
便
、

福
祉
な
ど
国
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
関
す
る
苦

情
・
要
望
・
問
合
せ
を
受
付
、
解
決
の
促
進
を
は

か
り
、
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
一
人
で
悩
ま

ず
、
な
ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
平
成
　
年
度
・
お
父
さ
ん
、お
母
さ

21

ん
の
た
め
の
小
児
救
急
医
療
講
座
」

～
小
児
の
急
な
病
気
の
知
識
と
対
処
法
～

【
日
時
】　
月
　
日（
土
）午
後
１
時
～
午
後
４
時
半

１１

２１

【
場
所
】
京
都
府
宇
治
総
合
庁
舎
大
会
議
室
（
宇
治

市
宇
治
若
森
７
‐
６
）

【
内
容
】

①
講
演
「
小
児
の
急
な
病
気
の
知
識
と
対
処
法
」

京
都
第
二
赤
十
字
病
院
　
小
児
科
副
部
長
　
長
村

敏
生
（
お
さ
む
ら
と
し
お
）
先
生

②
講
演
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
現
状
と
対
処

法
」

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
／
　
月
　
日
（
金
）
ま
で

１０

１６

抽
選
日
／
　
月
　
日
（
金
）

１０

２３

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日
時
／
　
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１１

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
 ／
　
月
７
日
（
土
）
ま
で

１１

問
い
合
わ
せ
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　

（
℡
　
‐
３
０
０
０
）

８２位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

　
　
月
　
日
よ
り
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
の
運

１０

１６

用
を
開
始
し
ま
す
。

「
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」
と
は
？
 

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
携
帯
電
話
及
び
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
の
１
１
９
番
通
報
に
対
し
、
音
声
通
話
と
同
時

に
位
置
情
報
が
通
信
指
令
室
の
地
図
上
に
表
示
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

煙
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
通
報
は

契
約
時
に
登
録
さ
れ
た
住
所
、
電
話
番
号
等
が
表

示
さ
れ
ま
す
。

煙
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は

Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
携
帯
電
話
の
ア
ン
テ
ナ
を
利
用
し
位
置

を
表
示
し
ま
す
。

＊
条
件
に
よ
っ
て
精
度
は
異
な
り
ま
す
。

＊
１
８
４
発
信
さ
れ
た
場
合
で
も
番
号
等
を
取
得

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

井
手
町
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
販
売
の
お
知
ら
せ

　
井
手
町
商
工
会
は
、
今
年
７
月
か
ら
販
売
し
て

好
評
だ
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
年
内
に
再

び
販
売
い
た
し
ま
す
。　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
販
売
日
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、
チ

ラ
シ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
新
規
取
扱
店
も
随
時
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
井
手
町
商

工
会
（
℡
　
‐
４
０
７
３
）
ま
で
。

８２

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
家
電
普
及
促
進
事
業
に
お
け

る
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
、
井
手
町
商
工
会
の
通
常
の

商
品
券
と
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
は
、
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
を
購
入
さ
れ
た
方
が

一
定
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
し
、
こ
れ
を
使
っ

て
様
々
な
商
品
と
交
換
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組

み
で
す
。
詳
し
く
は
、
販
売
店
に
あ
る
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
交
換
商
品
カ
タ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
の
読
書
週
間
企
画
展

み
ん
な
の
い
ち
お
し
ラ
ン
キ
ン
グ

　
　
月
は
、
町
府
民
税
の
第
３
期
、
後
期
高
齢
保
険
料
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
５
期
納
期
限
で
す
。

１０
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子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

１０

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
　
月
９
日
（
月
）

１１

対
象
／
Ｈ
　
・
２
・
　
か
ら
Ｈ
　
・
５
・
５
生
ま
れ

２０

２６

２０

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
　
月
　
日
・
　
月
　
日
（
火
）

１０

２０

１１

１０

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時
　
分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
　
月
９
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１１

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

２６

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
・
　
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時

１０

１９

１１

～
４
時

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
　
月
６
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１１

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
第
３
回
井
手
玉
川
大
学
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

１０

２９

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装

講
師
／
健
康
づ
く
り
の
会
　
理
事
長
　
山
根
光
子

さ
ん

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　
‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
牛
乳
パ
ッ
ク
で
リ

モ
コ
ン
ス
タ
ン
ド
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１０

２１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
・
　
月
４
日
（
水
）

１０

２１

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
　
月
　
日
・
　
月
　
日
（
土
）

１０

１７

１０

３１

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
・
　
月
７
日
（
土
）

１０

２４

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

２３

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

２３

１０

　
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時
～
２
時
半

１１持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
　
月
　
日
・
　
日
（
火
）

１０

１３

２７

午
後
１
時
半
～
３
時

《
手
芸
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

２６

１０

《
歴
史
学
習
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

２０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
（
た
だ
し
、

　
月
４
日
の
大
正
琴
の
み
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

１１タ
ー
ホ
ー
ル
）

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１０

２６

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）

に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ

た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

２９

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
・
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

１０

１３

２７

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）

１０

１４

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
　
月
４
日
（
水
）

１１

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
月
）・
　
月
　

１０

１３

２６

１１

１０

日
（
火
）
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２
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視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、 
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
  　
月
１０

煙
一
般
書

「
握
り
し
め
た
欠
片
」 

沢
木
冬
吾

「
新
参
者
」 

東
野
圭
吾

「
ダ
リ
ア
」 

辻
仁
成

「
小
さ
い
と
き
に
置
い
て
き
た
も
の
」

　
 

黒
柳
徹
子

「
憂
鬱
た
ち
」 

金
原
ひ
と
み

「
占
い
屋
重
四
郎
江
戸
手
控
え
」池
永
陽

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
　
月
・
　
月
の
休
館
日

１０

１１

　
月
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１３

１９

２６

２９

　
月
２
・
４
・
９
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１１

１６

２４

２６

３０

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

「
殺
気
！
」 

雫
井
脩
介

煙
児
童
書

「
ま
じ
ょ
に
は
ク
ッ
キ
ー
お
と
う
と
う
さ

ぎ
！
」 
ヨ
ン
ナ
・
ビ
ョ
ル
ン
シ
ェ
ー
ナ

「
父
さ
ん
と
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
？
」

 

ジ
ャ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ト
ス

「
お
か
の
う
え
の
ギ
リ
ス
」

 

ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ソ
ン

「
み
み
か
き
め
い
じ
ん
」か
が
く
い
ひ
ろ
し

「
旅
の
絵
本
７
　
中
国
編
」 
安
野
光
雅

☆
　
月
・
　
月
の
図
書
館
行
事

１０

１１

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
か
ら

１１

１４

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　
月
　
日
（
土
）　
月
　
日
（
土
）

１０

１７

１１

２１

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
秋
の
お
話
し
会
》

　
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

１０

２５

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

　
月
　
日
（
土
）
～
　
月
４
日
（
金
）

１１

２８

１２

命をくれたキス
鈴木ひとみ
突然の交通事故で、両足の自
由と準ミス・インターナショ
ナルのキャリアも夢も失う。
凄まじいリハビリ、愛する人
との結婚、社会復帰、講演活
動、そして再びファッション
ショーのモデルに。１６年が過
ぎた今だから書けるすべて。

シネマ食堂
飯島奈美
映画「かもめ食堂」「めがね」
「プール」のフードスタイリス
ト、飯島奈美がつくる映画
ゴハン。国内外のさまざまな
映画に登場する料理を再現し
た７０のレシピを紹介する。『Ａ
ＥＲＡ』連載をもとに書籍化。

星の子モーシャ
クアトーン・カヤン
生後たった７か月で地雷をふ
み、片足を失った子ゾウのモ
ーシャは、世界ではじめて、
義足をつけたゾウになりまし
た。タイの獣医が愛情たっぷ
り、絵心たっぷりに綴る、モ
ーシャの成長の記録。

さんせ―い！
宮西達也
お昼ごはんの相談をしていた
５匹の仲良しおおかみ。みん
な食べたいものがばらばらだ
ったので、ぶたを食べること
にしました。１匹ずつぶたを
捕まえられたのですが、ビル
がぶたを逃がしてしまって…。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
．
カ
ラ
期
間
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
カ
ラ
期
間
と
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
が
、　

年
の
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る
期
間

２５

の
こ
と
で
す
。
こ
の
カ
ラ
期
間
と
年
金
の
加
入
期

間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
　
年
以
上
あ
れ
ば
、
老
齢

２５

基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
主
な
カ
ラ
期
間
は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で

き
た
の
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
、
次

の
４
つ
の
期
間
の
う
ち
、
昭
和
　
年
４
月
以
後
の

３６

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２０

６０

①
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
あ

　
っ
た
昭
和
　
年
３
月
以
前
の
期
間

６１

②
学
生
で
あ
っ
た
平
成
３
年
３
月
以
前
の
期
間

③
海
外
在
住
の
期
間
（
任
意
加
入
で
き
な
か
っ
た

　
昭
和
　
年
３
月
以
前
の
期
間
を
含
め
ま
す
）

６１

④
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
か
ら
脱
退
手
当
金
を
受

　
け
た
昭
和
　
年
３
月
以
前
の
期
間
（
昭
和
　
年

６１

６１

　
４
月
以
後
に
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る
場

　
合
に
限
り
ま
す
）

　
ご
自
分
に
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
年
金
の
受
給
権
に
結
び
付
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
ま

た
は
井
手
町
役
場
住
民
福
祉
課
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
（
℡
０
７
５
‐
６
４
３

‐
２
５
４
７
）　

住
民
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６
４
）

８２
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※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日

１０月１３日

１０月２７日

１１月１０日

１０月１５日１１月５日１０月２２日１０月２９日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
１０月２０日
１１月３日

１０月１６日１１月５日１０月２３日１０月３０日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
１０月２１日
１１月４日

１０月１５日１０月２９日１０月２２日１１月６日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
１０月１４日
１０月２８日

１０月１５日１０月２９日１０月２２日１１月５日火・金曜日多 賀 全 区

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨１０月２７日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１０月２８日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪１０月２９日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫１０月３０日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬１１月２日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭１０月１３日
１１月４日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮１０月１４日
１１月５日

ごみ収集日程表（10月11日～ 11月10日）

第22回環境まつりを開催します
恒例の「環境まつり」が環境まつり実行委員会主催で開催されます。

＜日時＞10月25日（日）午前10時～午後3時まで（雨天中止）

＊当日、天候が微妙な場合はお電話いただくか（℡：075-631-0825）、城南

衛生管理組合ＨＰ（http://www.jyounaneikan.jp）をご確認ください。

《場所》洛南浄化センター運動広場および城南衛生管理組合（クリーンピア沢）

《イベント内容》

◎リユース家具や再生自転車のリサイクル市◎フリーマーケット（300店）

◎構成市町展示ブース◎衣服のリフォーム教室（要事前予約）◎エコクッキ

ング教室（要事前予約）◎各種環境啓発コーナー◎自転車タクシー◎人力車

◎新鮮野菜の朝市◎下水道まつり（施設見学・その他）◎うまいもの横丁な

ど　　

発車時刻バス乗り場

10時40分8時50分ＪＲ玉水駅前

10時45分8時55分ワタキューセイモア
（株）本社前

発車時刻バス乗り場

15時30分13時20分イベント会場

無料シャトルバス（かえり）

無料シャトルバス（行き）

お問合せ先／環境まつり事務局・城南衛生

管理組合広報情報課（℡075‐631‐0825）



日10/11
月12

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
ペン習字（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）

火13

育児相談（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）水14
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木15

金16
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
第８回井手共同作業所まつり（午前１０時半～、玉水公民館前広場）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土17

日18
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月19
歴史学習（午前９時半～１１時半、いづみ人権交流センター集合出発多賀
方面））
ポリオ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）

火20

戦没者追悼式（午前１０時～、自然休養村管理センター）
生き生きふれあいサロン【牛乳パックでリモコンスタンド】（午後１時
半～、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）

水21

わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）木22
大正琴（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金23
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土24
秋季町民ソフトボール大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校グラウンド）
秋のおはなし会（午後２時～、山吹ふれあいセンター図書館）日25
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人
権交流センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）

月26

ペン習字（午後１時半～３時、人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）火27
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター）水28
井手玉川大学【第３回】（午後１時半～３時、自然休養村管理センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
人権講座「きらめき」（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

木29

金30
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土31

無火災デー防火パレード日11/1
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
そば打ち教室（午前９時半～１１時半、午後６時半～８時半、いづみ人権
交流センター）

月2

火3
育児相談（受付：午前９時半～１０時半、西部公民館）
大正琴（午後１時～２時半、自然休養村管理センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）

水4

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木5
マタニティ・スクール①（午後１時半～３時半、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金6

第３０回井手町文化祭（午前１０時～午後４時、自然休養村管理センター他）土7
第３０回井手町文化祭（午前１０時～午後３時、自然休養村管理センター他）日8
１歳半健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月9
井手玉川大学【社会見学】（午前８時半～、飛鳥方面）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
ポリオ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）

火10

出張徴収【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 10月11日～ 11月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】

届出人赤ちゃん住所

宰　 光 
ひかる

中 村井手

真 人 莉  音 
り おん

前　 田井手

能 匡 奏  美 
かな み

植 村多賀

知 子 心  愛 
ここ あ

上 坂井手

知 子 心  美 
ここ み

上 坂井手

敏 彰 奏  翔 
かな と

柳 本井手

博 一 吏  希 
り き

西 田井手

伊 佐 夫 伊  輝 
いつ き

山 口多賀

〈
出
産
〉

（８月２０日から９月１９日までの届出分・敬称略）


